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　８月17日、苫前町戦没者追悼式に先立って、苫前町遺族会の主催に
よる招魂祭が苫前神社境内の忠魂碑前で斎行されました。
　福士敦朗苫前町長、阿部俊一苫前町議会議長、伊藤通康平和の鐘奉
賛会会長、大井一弘苫前町社会福祉協議会会長を来賓に迎え、苫前町
遺族会の森晃一会長ほか会員10名が参列しました。
　斎主が祝詞を奏上し、参列者一人ひとりが玉串を捧げ、慰霊の祈り
を捧げるとともに平和への誓いを新たにしていました。

鮫 招魂祭が斎行されました

　８月２日、今年度第２回目のふれあい倶楽部を開催しました。
　24名の参加があり、午前中は西川加代子さんに講師を務めていただ
いて「フラワーアレンジメント」を楽しみ、午後からは社協職員が講
師となって「ふまねっと運動」と「ラダーゲッター」に取り組みまし
た。今回のラダーゲッターは、留萌管内老人クラブ連合会主催による
交流会の開催も予定されているため、公式ルールに沿って行いました。
　次回のふれあい倶楽部は10月６日に開催の予定ですので、皆様のご
参加をお待ちしております。なお、新型コロナウイルス感染症の状況により、急きょ開催を中止する場
合がありますので、あらかじめご了承ください。

鮫 ふれあい倶楽部が開催されました

　この度、株式会社ツルハホールディングス様及びクラシエホールディ
ングス株式会社様から社会貢献活動の一環として北海道社会福祉協議会
に車いすの預託があり、この内の５台を町社協に寄贈いただきました。
　いただいたアルミ製車いすは、自走・介助兼用で、ノーパンクタイヤ
が採用されたメンテナンスが容易なモデルです。また、折り畳みが可能
ですので、自動車への積み込みも簡単です。
　今後、歩行が困難な地域住民に対し、急な入退院時や介護保険制度等

の利用申請中に利用できる車いすの貸出事業などで活用させていただきます。ありがとうございました。

鮫 車いすを寄贈いただきました

　今年度も10月１日より、赤い羽根の共同募金運動が全国一斉に実施される予定です。
　この募金運動は戦後にスタートし、今年度で第75回目を迎えます。お寄せいただいた募金は社会福祉
協議会等が実施する地域福祉活動をはじめ、障害者等の施設の車両購入などに使われるほか、一部は「災
害等準備金」として積み立てられ、大規模災害発生時に被災地のボランティアセンターの活動支援のた
めに活用されています。地域住民の皆様には、共同募金運動の趣旨にご理解をいただ
き、ご協力くださいますようよろしくお願いいたします。
　また、今年度のご当地ピンバッジの頒布を既に開始しています
が、現在、「くまだとまお×クマ獅子」「カントリーサイン」に加え、
北海道共通デザインの「北のどうぶつ～キタキツネ～」「初音ミク」
を合わせ、計４種類のバッジを取り扱っています。募金額500円
につき、ご希望のバッジいずれか１つを進呈しますので、どうぞ
よろしくお願いいたします。

鮫 赤い羽根共同募金にご協力をお願いします！
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　社会福祉法人苫前町社会福祉協議会の役員及び評議員について、任期満了に伴う改選が６月29日にそ

れぞれ行われ、次のとおり選任されましたのでお知らせします。

鮫 苫前町社会福祉協議会役員及び評議員の改選について

副会長　 桑　原　明　守会　長　 大　井　一　弘

理　事　 瀧　川　慎　吾副会長　 檜　森　光　夫

理　事　 加　藤　　　修理　事　 川　森　のり子

理　事　 加賀谷　之　治理　事　 池　田　文　敏

監　事　 小　田　雅　彦監　事　 加　藤　七穂子

林　 道 行工 藤 政 尚

鴨 田 智 江牧 野 弘 一

横 山 正 仁森　 晃 一

佐 藤 哲 夫清 水 辰 雄

千 葉 勇 一對 馬　 亨

大 野 剛 志

役員（理事・監事） 評議員

　新型コロナウイルス感染症の発生による休業や失業等により、一時的又は継続的に収入減少した世帯

を対象として実施している緊急小口資金及び総合支援資金の特例貸付の新規受付が、令和３年11月末ま

でに延長されています。

　新型コロナウイルス感染症の影響にかかわらず、生活にお困りの場合は、そのほかの生活福祉資金制

度を活用できる場合もありますので、お気軽にご相談ください。

鮫 生活福祉資金貸付制度のご案内

　新型コロナウイルス感染拡大防止のため開催を見送っていた「まち

なかサロン」ですが、７月、８月と開催することができました。久し

ぶりに顔を合わせる参加者やボランティアの間で話に花が咲き、楽し

いひとときを過ごしていただけたかと思います。

　７月20日の第１回目では、苫前駐在所の目黒所長をお迎えして、交

通安全などについて講話をいただきました。また、道内に１台しかな

い北海道警察の交通安全教育車「ほくと号」も呼んでいただき、運転

時や歩行時の危険な状況をドライブシミュレーターで疑似体験し、さ

らに交通安全について意識を高めることができました。

　また、８月18日開催の第２回目には、町保健福祉課の宮前保健師長

と中谷管理栄養士をお迎えし、夏バテを予防し、残暑を元気に乗り切

るための食事について教えていただきました。

　なお、次回は９月21日に開催の予定ですので、皆様のご参加をお待

ちしています。

鮫 まちなかサロンが開催されました

　ボランティア活動には様々なものがありますので、ご自身で興味のあることや日ごろ気になっている

ことなどから、自分に合った活動を探してみてください。

　苫前町ボランティアセンターでは、ボランティア活動をしたい個人・団体の相談に応じていますが、

ボランティア活動に来て欲しいといった受入側の要望などについてもお寄せください。

　なお、ボランティア活動の際にはボランティア活動保険への加入をお勧めしていますが、センターに

個人ボランティア・ボランティア団体として登録いただけますと、保険料をセンターの負担で加入する

ことができますので、お気軽にお問い合わせください。

鮫 ボランティア活動をはじめてみませんか？

・募金運動補助

～イベントや企業訪問といった募金運動を

手伝っていただく方を募集しています。一

般の方に限らず、小学生以上の学生ボラン

ティアも大歓迎です。

苫前町共同募金委員会のボランティア募集

・事業運営補助

～ふれあい倶楽部やまちなかサロンなどの福祉事業におい

て、事業運営を手伝っていただく方を募集しています。最

初は、事業の様子の見学からでも構いません。

・配食サービス補助

～週１回、高齢者の見守りを兼ねてお弁当（夕食）をお届

けするサービスの配達員を募集しています。見守り先（配

達先）１件当たり200円の有償ボランティアになります。

苫前町社会福祉協議会のボランティア募集




